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1．温故知新（？）

下の資料をご覧いただきたい。どちらも NEW 

CROWN English Series 3（三省堂）であるが，

左（p.14）は昭和 56 年度版のまとめと練習，右

（p.15）は現行（平成 18 年度）版の USE IT のペー

ジである。

昭和 56 年度版の教科書は，本文ではアリスやケ

ニアといったトピックを取り上げるなど，内容的に

かなり先進的な教科書であったが，今回取り上げた

いのは，本文の方ではなく，「練習」と USE IT で

ある。見ていただくと分かるように，昭和 56 年度

版の「練習」は，古色蒼然たる感じがする。並べ換

えあり，空所補充あり，英文和訳あり，である。ま

た，発展段階であっても，生徒の言うことは完全に

コントロールされ，いわゆる「正解」は 1 つである。

これに対して，現行版は，機械的な練習は本文下の

CHECK IT に任され，USE IT は現実のコミュニ

ケーションをなるべく反映しようとした，いわゆる

オーセンティックなタスクとなっている。具体的に

言えば，場面や状況を示す文脈があり，誰が誰に向

かって話すのか，何を目的とした発話なのか，など

が明確であり，また学習者ごとに表現することが異

なる，オープン・エンドなものがほとんどである。

昭和 56 年度版から 30 年近くがたち，教科書の

判型も大きくなったが，ページ割りもかなり変わっ

ている。基本的なページ割りは，昭和 56 年度版で

は 3 年生で「本文」が 5 ページ，「練習」が 2 ページ

であるのに対して，現行版では「本文」が 3 ページ，

「練習」が 5 ページ（DO IT や TRY を含む）と逆転

している。ここから見えることは，昔は言語活動が

教科書には載っていないために，教師があれこれ工

夫して教えなければならなかったということであ

る。別の言い方をすれば，言語活動の「しばり（？）」

がなかったので，自由に教えて

いたとも言える。これに対し

て，現行版の方は，具体的な言

語活動が載っており，教師はこ

れに従ってやればそれなりの授

業ができるようになっている。

ただし，教師の自由度は低く，

創造的にやろうと思えば，教科

書のできあいの活動を無視する

しかない。

さて，昔の教科書の練習問題

を見て気づくのは，それが今日

の英語のテスト問題に酷似して

いるということだ。今日のテス

トが昔の教科書の練習問題を引
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きずっていると言える。また，昔は，テストがその

まま教科書の練習問題になっていたとも言えるかも

しれない。いずれにしても，昔は，教科書の練習問

題とテスト問題の形式が似ていたので，テストでこ

の種の問題が出ても，違和感はなかっただろう。

しかし，この状況を今日の生徒の側から考えてみ

るとどうだろうか。教科書には，かつてのような「練

習問題」はなく，USE IT のような活動がある。と

なると，授業の中では，顔の見える相手と一生懸命

コミュニケーション活動をやっているのである。に

もかかわらず，テストとなると，授業中にはやった

こともない「並べ換え問題」や「空所補充問題」など

が出てくるのである。これらは，英語の教師にとっ

てはおなじみでも，生徒からすると目新しいもので

ある。他にも，これまでに私が調べた中学校の定期

試験問題では，9 割もの学校で和文英訳問題が出題

されているが，現行の検定教科書の中で和文英訳を

課している教科書は，おそらく存在しないだろう。

2．解決の糸口

では，このようなねじれた関係をどう解きほぐし

たらいいのであろうか。この答えは，単純に考えれ

ば，教科書が言語活動型となった今，実際に生徒が

教室でやっている活動をベースにテストを作るとい

うのが，もっとも整合性があるということになるの

ではないか。教師は，「英語のテスト」に関する固定

概念があるために，テストは旧来のテストの形式を

採用してしまう傾向があるが，指導目標との整合性

を考えると，最終目標とする言語活動からテストを

発想した方がいいだろう。

たとえば，下の USE IT 4 の 1 に対応するよう

なテストであれば，次のようなテストが可能となる。

「あなたはこれから初対面の留学生に自己紹介をす

るので，そのためのメモを書いています。『得意な

もの（easy）』『苦手なもの（difficult）』『やっていて

楽しいもの（fun）』などについて，括弧内の英語を

参考にして，英文のメモを書いてみよう。」これであ

れば，授業でやった活動がどのくらい定着している

のかを見ることができるだろう。

このような問題では，教室活動同様，「文脈」や「タ

スクの目的」などをテストの中に含めることが重要

である。上は，書くことのテストの例であるが，他

技能のテストも，教室や教科書の言語活動を元に，

より整合性のあるテストが可能となるだろう。ただ

し，現実生活のタスクでは，言語形式に関して絶対

的なしばりはないが，定期試験で，ある言語形式を

ターゲットにしたい場合は，ある程度の制限を加え

る必要があるかもしれない。

TEN_Vol17main.indd   15 09.12.21   0:03:09 PM




